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本研究では、ALS患者の疼痛について、疼痛治療薬の服用前後の疼痛評価、および定期的な
QOLの調査を行い、疼痛の発現状況や疼痛に対して有効な薬剤を明らかにすること、病勢、疼
痛および疼痛に対する治療がQOLに及ぼす影響を検討することを目的とする。他施設共同研究
によって、医師のアドバイスを最小限にし、疼痛発現状況や疼痛に対して使用される各種薬剤の
有効性を前向きに検討していく。

抗てんかん薬の内服自己管理への移行に適している時機であると推測される患者に対して、ア
セスメントシートを用いて、個々に適した薬剤管理方法の選択、薬剤が正しくセットされているか
確認し、自主的に内服することを習慣づけるため、見守りや声掛け等の内服自己管理の移行支
援を行い、移行可能かどうかを検証する。


